
掛川市・袋井市病院企業団立
中東遠総合医療センター

新年明けまして、おめでとうございます。
市民の皆様におかれましては、健やかに初春をお迎えのこととお慶び申し上げます。
また、日頃より当院の運営に対し多大なるご理解とご協力を賜り、心からお礼申し上
げます。
開院４年目の昨年は、日本医療機能評価機構による病院機能評価を受審した結果、
東海地域トップレベルの高い評価が得られ、機能種別「一般病院２」の認定を受けるこ
とができました。さらに、診療実績を評価した機能評価係数Ⅱは、Ⅲ群（一般病院）
1,446病院中全国順位20位（静岡県では1位）となりました。また、近隣病院や開業医

の先生方からの多大なるご協力もあり、紹介・逆紹介件数も伸び地域連携体制が充実し、８月には静岡県か
ら「地域医療支援病院」の承認を受けました。
開院5年目を迎える今年は、高解像度の３Ｄ画像を見ながら遠隔操作での手術を可能とする手術支援ロ
ボット『ダ・ヴィンチ』を導入し、これまで行ってきた手術、化学療法、放射線治療の充実に加え、未来のがん
治療への取り組みを一層強化してまいります。
本年も、引き続き市民皆様の格別なるご支援を賜りますようお願い申し上げますとともに、この新しい年
が皆様にとって良き年となりますよう心より祈念いたしまして、念頭の挨拶とさせていただきます。

スマートフォン・タブレットからアクセスする際にはQRコードをご利用ください
院内報「きんもくせい」は、中東遠総合医療センター、掛川・袋井両市役所及び一部の市内公共施設にて無料で配布しております。

ホームページ

過去の院内報をホームページでご覧いただけます。

http://www.chutoen-hp.shizuoka.jp/

中東遠 検索

〒436-8555
掛川市菖蒲ヶ池1番地の1

TEL 0537-21-5555
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新年のごあいさつ

中東遠総合医療センターは、掛川市及び袋井市をはじめとする中東遠地域の基幹病院として、すべての人
に質の高い医療を提供し、愛され、信頼される病院を目指します。

基本理念

企業長兼院長  名倉英一

当院から望む富士山

名倉英一



Kinmokusei vol.044

　10月19日及び11月10日、県立掛川西高校
で、市内外で活躍する社会人が講師を務め、同校
の１・２年生に仕事内容ややりがいなどについて学
んでもらう「社会人講話」が開かれました。
　当院からも、理学療法士・作業療法士・診療放射
線技師・助産師・看護師が講師として教壇に立ち、
今の仕事や職業を選択した経緯や経験、高校生に
学んでほしいことなどを熱く語りました。同校の生
徒達は、普段はなかなか聞けない社会人の話に熱
心に耳を傾け、メモを
とったり質問をしたり
していました。 
　当院は今後も、社会
や地域医療を支える未
来の人材育成にも貢
献してまいります。

　医師の指示に基づいて行う静脈注射は看護師にとって大切な業務の一つです。その技術を安全に患者さまに
行うために、看護師全体が技術を身につけなければなりません。院内では【静脈注射・化学療法院内認定研修
制度】を設け、看護師歴 10 年以上の職員を対象に研修を行いました。研修を受けた看護師は部署の後輩たち
に指導を行い、その技術を後輩につなげています。
　この研修は、がん化学療法認定看護師や薬剤師、整形外科医師、感染認定看護師を講師として講習を行い、
受講後はペーパーテストや技術試験を受けました。試験に合格した看護師は、さらに外来化学療法室で抗がん
剤の取扱いについて実習を行います。
　当院では、抗がん剤治療を行っている患者さまが多くいます。その患者さまが安心して治療が受けられるよう
日々私たち看護師は、自己研鑽に励んでいます。

文責　８階西病棟　木野 陽子

看 護 部 通 信
ベテラン看護師が【静脈注射・化学療法院内認定】を受講！

「社会人講話」に講師として
参加しました

「社会人講話」に講師として
参加しました

　１１月２９日、火災発生時に安全かつ迅速に患者
さまを避難させるため、また職員の防火意識をよ
り高めるため、消防訓練を実施しました。
　訓練には約９０名の職員が参加し、６階デイ
ルームで火災が発生したという想定のもと、初期
消火訓練、消防署と各部署への通報訓練、エアス
トレッチャーを使った患者搬送避難訓練に取り組
みました。
　また、３階屋上庭園では掛川市消防本部の指導
のもと、実際に水消火器と消火用散水栓を使い、
放水訓練を行いました。

選手のみなさんお疲れさまでした。
応援してくださった方々ならびに大会関係者の皆さま、ありがと
うございました。来年は優勝を目指しましょう！

消防訓練を実施しました消防訓練を実施しました

看護師による講話
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けん さん

　テレビドラマ好きのあなたなら、すぐにピンときますよね！そう、これは高視
聴率を誇る番組の主人公の決め台詞です。番組内容にとやかく言うつもりはあ
りませんが（ということは私も観たことがある？！）、そもそも手術に失敗はあ
るのでしょうか？
　外科医は、術前の検査結果をもとに手術を計画し、必要な準備を整えて手
術に臨みます。手術中はもちろんのこと、術後も患者さまの状態をしっかり観
察し、何か不具合が生じれば早期に発見し、最適な処置を施し、患者さまへ説
明することが大切と考えています。自分の技量を見極め、決して無理せず、困っ
た時にはすみやかに相談して問題解決する能力も必要です。
　私は腹腔鏡手術を主に担当しています（当院ホームページ→特色と取り組み
→医療市民講座→第14回　を参照ください）。ある週刊誌に、「体への負担は
少ないが、命の保証もない！」と腹腔鏡手術が紹介されていました。当該施設
の医療事故調査委員会報告書からは、さきに挙げた外科医としてやるべきこと

が欠けてもいますが、それを組織的な仕組みでカバーできる体制が整っていなかったことが結果を生んだようです。
　私は手術には「成功」も「失敗」も無いと考えます。予定した手順をきっちりこなし、想定外の事が生じれば冷静に判断
し、その時できる最適な処置を施すしかありません。ドラマなら自分一人で全部やってしまうのでしょうが、私には助けてく
れる多くの仲間が必要です。外科医人生、一度は「私、失敗しないので。」とかっこよくタンカを切ってみたいのですが、群
れの中で、権威と束縛に従いながらも取得した専門医のライセンスと叩き上げのスキルと中東遠総合医療センターの仲間
を武器に戦う外科医がいてもいいじゃん！と思いつつ、日 、々精一杯患者さまと向き合ってまいります。

『私、失敗しないので。』 消化器外科兼呼吸器外科 診療部長　河合 徹 医師

外科 No.40

　ICUとはIntensive 
Care Unitの略で日本
語では「集中治療室」
と呼ばれています。
　当院のICUのベッド
数は10床あり、急性心
筋梗塞や脳卒中、緊急
手術後や合併症を起こ

す危険性の高い手術後を中心に、複数の診療科が関わる重症疾
患を抱えた方の管理も行っています。
　皆さまの大切な命をひとつでも多く救えるように、救急科医
師を中心に各診療科医師、看護師、薬剤師、栄養士、リハビリ
テーション技師でチーム医療を提供し、全国的にも高いレベル
の治療成績を上げることができています。また、救命というこ
とだけでなく、ICUに入室した時点から退院を見据えたマネジ
メントも積極的に行っています。
　重症な患者さまが入室して
いるからこそ、皆さまと密に関
わり、安心して入院生活が送
れるように十分な説明と看護
を提供することを目標に日々
頑張っています。

助かる命を救え！中東遠総合医療センター  ICU

平成28年度静岡県自治体病院協議会球技大会
県大会の結果

11月の診療実績
11月

◆統計データ
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1日あたり入院患者数

1日あたり外来患者数

部署別コラム

ICU・CCUセンター

　当院は静岡県から「災害拠点病院」に指定されています。激甚な災害が発生した場合、当院がこの地域での災害医療の
中心を担うことになります。
　災害医療という言葉からは、トリアージ（Triage）と治療（Treatment）が想像されるかもしれませんが、これに搬送
（Transport）が加わった「3T」が災害医療では必要になります。静岡県が策定している第4次地震被害想定では、当院
で治療が必要とされる傷病者数は最大で10,000名と想定されており、当院で全ての傷病者の診療を行うことは困難を極
めます。それゆえ、当院で初期治療を行い容態が安定した後にこの中東遠地域から他の地域へ移動し、必要な医療を継続
して受けていただくことになります。
　ただ、これらのことを遂行するためには、Command & Control（指
揮命令系統の確立）、Safety（安全確認）、Communication（通信手
段の確立・情報伝達）、Assessment（状況評価）が必要です。先に紹
介した「3T」を加え、英語の頭文字を取った「CSCATTT」という言葉が
災害医療のキーワードになり、これを常に意識しながら災害医療を提供
していきます。
　当院には、このような災害時に必要な知識を持った救急科医師（5
名）と日本DMAT隊員（11名）が所属しており、有事に備えて日々準備を
進めています。

当院で行う災害医療 救命救急センター長兼救急科部長　松島 暁 医師

救急科No.41

毎朝行われるカンファレンスの様子

－ 多職種連携によるチーム医療を提供しています －
※DMATとはDisaster Medical Assistance Teamの略で、厚生労働省の所定
の研修を修了し、災害時に中心となって医療活動を行うチームのことを言いま
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◆入院・外来患者数の推移
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手術後や合併症を起こ

す危険性の高い手術後を中心に、複数の診療科が関わる重症疾
患を抱えた方の管理も行っています。
　皆さまの大切な命をひとつでも多く救えるように、救急科医
師を中心に各診療科医師、看護師、薬剤師、栄養士、リハビリ
テーション技師でチーム医療を提供し、全国的にも高いレベル
の治療成績を上げることができています。また、救命というこ
とだけでなく、ICUに入室した時点から退院を見据えたマネジ
メントも積極的に行っています。
　重症な患者さまが入室して
いるからこそ、皆さまと密に関
わり、安心して入院生活が送
れるように十分な説明と看護
を提供することを目標に日々
頑張っています。

助かる命を救え！中東遠総合医療センター  ICU

平成28年度静岡県自治体病院協議会球技大会
県大会の結果

11月の診療実績
11月

◆統計データ

70.6%
86.6%
92.9%
11.1日
355件
1,703人
463件

紹 介 率
逆 紹 介 率
病 床 利 用 率
平均在院日数
手 術 件 数
救命救急センター受診者数
救急搬送件数

1日あたり入院患者数

1日あたり外来患者数

部署別コラム

ICU・CCUセンター

　当院は静岡県から「災害拠点病院」に指定されています。激甚な災害が発生した場合、当院がこの地域での災害医療の
中心を担うことになります。
　災害医療という言葉からは、トリアージ（Triage）と治療（Treatment）が想像されるかもしれませんが、これに搬送
（Transport）が加わった「3T」が災害医療では必要になります。静岡県が策定している第4次地震被害想定では、当院
で治療が必要とされる傷病者数は最大で10,000名と想定されており、当院で全ての傷病者の診療を行うことは困難を極
めます。それゆえ、当院で初期治療を行い容態が安定した後にこの中東遠地域から他の地域へ移動し、必要な医療を継続
して受けていただくことになります。
　ただ、これらのことを遂行するためには、Command & Control（指
揮命令系統の確立）、Safety（安全確認）、Communication（通信手
段の確立・情報伝達）、Assessment（状況評価）が必要です。先に紹
介した「3T」を加え、英語の頭文字を取った「CSCATTT」という言葉が
災害医療のキーワードになり、これを常に意識しながら災害医療を提供
していきます。
　当院には、このような災害時に必要な知識を持った救急科医師（5
名）と日本DMAT隊員（11名）が所属しており、有事に備えて日々準備を
進めています。

当院で行う災害医療 救命救急センター長兼救急科部長　松島 暁 医師

救急科No.41

毎朝行われるカンファレンスの様子

－ 多職種連携によるチーム医療を提供しています －
※DMATとはDisaster Medical Assistance Teamの略で、厚生労働省の所定
の研修を修了し、災害時に中心となって医療活動を行うチームのことを言いま
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◆入院・外来患者数の推移

4月

435

1,237

5月

435

1,313

6月

416

1,199

7月

429

1,281

８月

438

1,231

９月

417

1,284

10月

443

1,279

11月

464

1,316



掛川市・袋井市病院企業団立
中東遠総合医療センター

新年明けまして、おめでとうございます。
市民の皆様におかれましては、健やかに初春をお迎えのこととお慶び申し上げます。
また、日頃より当院の運営に対し多大なるご理解とご協力を賜り、心からお礼申し上
げます。
開院４年目の昨年は、日本医療機能評価機構による病院機能評価を受審した結果、
東海地域トップレベルの高い評価が得られ、機能種別「一般病院２」の認定を受けるこ
とができました。さらに、診療実績を評価した機能評価係数Ⅱは、Ⅲ群（一般病院）
1,446病院中全国順位20位（静岡県では1位）となりました。また、近隣病院や開業医

の先生方からの多大なるご協力もあり、紹介・逆紹介件数も伸び地域連携体制が充実し、８月には静岡県か
ら「地域医療支援病院」の承認を受けました。
開院5年目を迎える今年は、高解像度の３Ｄ画像を見ながら遠隔操作での手術を可能とする手術支援ロ
ボット『ダ・ヴィンチ』を導入し、これまで行ってきた手術、化学療法、放射線治療の充実に加え、未来のがん
治療への取り組みを一層強化してまいります。
本年も、引き続き市民皆様の格別なるご支援を賜りますようお願い申し上げますとともに、この新しい年
が皆様にとって良き年となりますよう心より祈念いたしまして、念頭の挨拶とさせていただきます。

スマートフォン・タブレットからアクセスする際にはQRコードをご利用ください
院内報「きんもくせい」は、中東遠総合医療センター、掛川・袋井両市役所及び一部の市内公共施設にて無料で配布しております。

ホームページ

過去の院内報をホームページでご覧いただけます。

http://www.chutoen-hp.shizuoka.jp/
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新年のごあいさつ

中東遠総合医療センターは、掛川市及び袋井市をはじめとする中東遠地域の基幹病院として、すべての人
に質の高い医療を提供し、愛され、信頼される病院を目指します。

基本理念

企業長兼院長  名倉英一

当院から望む富士山

名倉英一


